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1
(1)

株式会社　新潟デック
代表者　代表取締役　山田　富市

(2)
本社 〒950-0951

新潟市中央区鳥屋野4丁目18番21号
TEL　：　025-284-7211 FAX　：　025-284-7215

営業所
長岡営業所 〒940-2127 新潟県長岡市新産4丁目3-5 TEL0258-89-8835
上越営業所 〒943-0873 新潟県上越市大字西田中42-8 TEL025-525-2725
北区営業所 〒950-3102 新潟県新潟市北区島見町3399-4　　 TEL.025-255-4560
西蒲営業所 〒953-0065 新潟県新潟市西蒲区下和納249 TEL.0256-72-0615
秋葉営業所 〒956-0031 新潟県新潟市秋葉区新津4533番3 美並ハイツ101号 

TEL.0250-47-4922
柏崎営業所 〒949-4135 新潟県柏崎市西山町坂田1876-1 TEL.0257-47-7515

(3)
営業部次長　濱田哲範

連絡担当者 長谷川加代子
TEL　：　025-284-7211 FAX　：　025-284-7215

(4) 事業内容
土木工事業、とび‧土工工事業、塗装工事業、道路標識および保安用品販売業

(5)

(6) 資本金　　　　　　
法人設立年月日

(7)

組織の概要
事業者名及び代表者名

所在地

事業の規模

項　　　　目

環境管理責任者
環境管理責任者名及び連絡担当先　

単位

㎡ 469

工事件数

資材置場面積

事務所床面積

環境負荷の実績(全社）

昭和52年3月22日

2021年度

219

339

人

件

19

百万円 481.03

単位

kWh電力使用量

2021年度

㎥

23,759

従業員数

売上高

㎡

・購入電力の二酸化炭素排出係数は、2021年度東北電力㈱の調整後排出係数0.488ｋｇ-CO2/kWhを使用

項　　　　目

223

ℓ 17,928

kg-CO2

2000万円

水資源投入量

ガソリン

軽油

二酸化炭素排出量

ℓ

108,243

18,695

化石燃料
使用量

1



(8)

(9) 事業の許可概要

（ア）建設業の許可内容

2
(1) 認証・登録の範囲

全組織・全活動をエコアクション２１の活動の対象とする。

(2) 環境経営レポートの対象期間及び発行日

表紙に記載のとおり

新潟県知事
許可(特ー３）

第4710号
特定建設業

土木工事業、とび・土工工事業
塗装工事業、解体工事業

令和3年6月30日から
令和8年6月29日

対象範囲

対象期間

発 行 日 表紙に記載のとおり

組織図

建設業の種類許可の有効期限許可区分 許可番号

長岡営業所 秋葉営業所 柏崎営業所

総務・営業部門

環境管理責任者
濱田哲範

本社

環境事務局
長谷川加代子

工事部門

株式会社　新潟デック　環境管理実施体制

北区営業所 西蒲営業所上越営業所

代表者
山田　富市

工事現場

工事現場責任者 工事現場責任者 工事現場責任者

工事現場 工事現場
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3 　環境経営方針
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4 　環境経営目標

　2023年1月からエコアクション21ガイドラインに基づく活動を開始しました。2022年度～
2025年度までの中長期（4年間）の環境経営目標を本社及び各営業所について下表のとおり定
めました。営業所はテナント事務所で秋葉営業所を除き、電力使用量の把握は行われていま
せん。このため営業所の環境経営目標は、秋葉営業所の電力使用量及び各営業所のガソリン
使用量について定めています。

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

+ 1 + 1 + 1 + 1

+ 1 + 1 + 1 + 2

＊ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、東北電力㈱2021年度調整後排出係数0.488㎏-CO2/kWhを使用

＊　再資源化率＝再資源化量/建設廃棄物排出量　　基準年の再資源化率＝9.27t/11.74t(79%）

＊

本社

74.4

79.0

1件

0件

2件

23,130.8

18,414.8
18,695.2

4,128.6

2,274.3

194.8

81.%以上

％

％

％

％

％

％

+6.6%

4108.0 18508.2

202１年4月
～2022年3月

2021年１月
～2021年3月

23,483.0

8,650.0

7,715.1
7,599.4

1,763.2 ％

％

取得資格の増加 取得数

化学物質の使用は,発注元仕様に基づき使用するため、化学物質の削減に係る環境経営目標は設定していません。
使用においては、適正な使用と管理を行います。

水路転落防止ネットの普及 件
1件 3件 4件

0件

3件

1件 1件 1件 1件

建設廃棄物の
再資源化の推進

％
(再資源化率)

80.0%以上 80.%以上 82.%以上

+1% +5.6% +7.6%

％

一般廃棄物排出量の削減
（可燃ごみ）

kg 実態把握 実態把握 目標設定・管理

水使用量の削減 ｍ３ 63.7 220.8 218.5

％ ％

計
二酸化炭素

排出量
kg-CO2

19,450.3 83,571.1

219.7

目標設定・管理

84,415.3

19,548.1

223.0

83,149.0

64.0

未把握

未把握

18321.3

％

82,726.9

％ ％ ％

％

化
石
燃
料
使
用
量

ガソリン ℓ 1,754.4

％

7,637.9 7,560.8

％

2,240.2

％ ％

％

％

LPG ｋｇ 193.8 2,251.6 2,228.8

％

軽油 ℓ

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減

中長期の環境経営目標（2022年度～2025年度）

項　　　　　目
単位

基準年実績
　　環　　境　　経　　営　　目　　標

2022年度 2023年度 2025年度

202３年１月
～2023年3月

2023年4月
～2024年3月

2025年4月
～2026年3月

2024年度

2024年4月
～2025年3月

kWh
8,606.8 23,248.2 23,013.3

％
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営業所

中長期の環境経営目標（2022年度～2025年度）

項　　　　　目
単位

基準年実績
　　環　　境　　経　　営　　目　　標

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

202１年4月
～2022年3月 202３年１月

～2023年3月
2023年4月

～2024年3月
2024年4月

～2025年3月
2025年4月

～2026年3月2021年１月
～2021年3月

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

1301.6

％％ ％ ％

上越営業所 ℓ

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

1,328.2

335.9

334.2 1314.9 1308.3

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

464.2 2088.9 2078.4 2067.8

％％ ％ ％
466.5

ℓ

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

北区営業所
2,110.0

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5％ ％％％

1568.01576.01584.0508.0

510.6

1,600.0
ℓ二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

西蒲営業所

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

390.9 1554.6 1546.7 1538.9

％％ ％％

ℓ秋葉営業所
1,570.3

392.9

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

806.3 3568.1 3550.0 3532.0

％％ ％ ％

3,604.1

810.4
ℓ

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

） 柏崎営業所

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5 ％

75.6 273.2 271.9 270.5
秋葉営業所

電
力

ｋWｈ
276.0

76.0 ％ ％ ％

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

△ 0.5 △ 1 △ 1.5 △ 1.5

＊ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、東北電力株式会社の調整後排出係数(2021年度）0.488kg-CO2/kWhを用いた。

＊

＊ 営業所は、テナント事務所で電力、水道は家賃に含まれているため、個々としての使用量の把握は出来ませんでした。このため環
境経営目標は設定していません。(秋葉営業所を除く。）

％

％

23,589.6 23470.5 23,351.4

％

計

10,212.6

2,516.3
ガソリン使用量計 ℓ

二酸化炭素
排出量

kg-CO2

23,827.9

5,874.9

5,845.5

％ ％

2503.7 10110.5 10059.4

各営業所における化学物質の使用はなく、化学物質の削減に係る環境経営目標は設定していません。

％ ％ ％

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

10008.3
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（1）環境経営計画と取組結果

本社(総務・営業部門）・営業所

評価基準　３：実施出来た。　２：実施出来たが更に努力を要する。　１：実施出来なかった。

環境経営計画と取組状況の評価5

  環境経営目標を達成するため、環境経営計画を下表のとおり定めました。
  各活動の項目ごとに実施状況を責任者が点検し、3段階評価で点検した結果は、下
表のとおりです。

　実施出来たが更に努力を要する項目がありますが、向上を目指し取組を続けます。
　評価基準は、(3:実施出来た　2：実施出来たが更に努力を要する　1：実施出来な
かった）の3段階評価です。営業所は各営業所の平均値です。

・暖房の設定温度を20℃を目途に管理する。

・水漏れを点検し、水漏れを修繕する。

次年度の取組

〇：活動項目

2 2

2.8

3

2.8

―

―

3

2.8

3

2.8

2.6

―

―

―

―

3

2.8

2.8

2.8

2.3

―

―

3

3

3

2.7

3

―

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

2

3

〇 ○ 継　　続

水路転落防止の安全ネットの普
及

・普及のための情報発信 〇 ○ 継　　続

・必要な箇所については、整備の提案に努める。

2 2.7

資格取得の増加
・資格試験日程の収集と周知 〇 継　　続

・資格試験受験の支援 〇

2

3

―

―

・MSD情報の備え付けと周知を図る。 〇 継　　続

継　　続

3

2

―

―
化学物質の適正使用・管理

・シンナー保管容器は、解放・転倒がないよう保管・管理する。 ○ 継　　続

 ･廃棄物置場の管理を適切に行う。 ○ 継　　続

建設廃棄物の再資源化の
推進

3

3

3

3

―

―

―

―

一般廃棄物の削減
(可燃ごみ）

・縮小印刷・ミスプリントの抑制等によるﾌﾟﾘﾝﾀｰ用紙の節減 ○ 〇 継　　続

2 3

・資材の適正調達による残量の減量化を図る。 ○ 継　　続

・発注者の指示に従い、リサイクルを徹底する。 ○

・再資源化を行う処理業者への発注に努める。 〇 継　　続

継　　続

・廃棄物の保管は分別を徹底し、紙類はリサイクルに回す。 ○ 〇 継　　続

・洗車はストップバルブ付きのホースを用い行う。 ○ 〇 継　　続

継　　続

3

3

2

3

3

水使用量の削減

・節水啓発ステッカーを掲示する。 ○ 継　　続

・水の出し放しをしない。

給湯機の適正使用 ・温水の無駄な出し放しをしない。 ○ 継　　続

○ 〇 継　　続

○ 〇

3

・シフトアップは早めに、シフトダウンは遅めにする。 ○ ○ 継　　続

・一定速度の走行をする。 ○

・不要なアイドリング運転を防止する。 ○ ○ 継　　続

○ 継　　続

・経済速度での走行をする。 ○ ○ 継　　続

○ 継　　続

3

〇 継　　続

エコドライブ
の実践

・急発進、急加速を避ける。 ○ ○ 継　　続

・エンジンオイルは適正に管理する。 ○ ○ 継　　続

・タイヤ圧を適正に保つ。 ○

・車両の点検記録の管理 ○ 継　　続

・車両の運転記録の管理

ガ

ソ

リ

ン

・

軽

油

・

L

P

G

使

用

量

の

削

減

エコドライブ

の推進

・エコドライブの周知 〇 〇

○

低燃費車の計画的導入と維持

継　　続

・安全運転教育の実施 ○ 継　　続

継　　続

・効率の良い照明器具の採用を進める。（LED） ○ 継　　続

・業務の効率向上により残業を抑える。 ○ 〇 継　　続

・使用しないコンセントは抜く。 ○ 〇 継　　続

・残業時の不要箇所での消灯 ○ 〇 継　　続

・昼休み時の消灯の励行 ○ 〇 継　　続

・長期不使用時のパソコン・プリンターの電源オフ ○ 〇 継　　続

・不使用場所での消灯（トイレ、倉庫、） ○ 継　　続

○

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減

・冷房設定温度を28℃を目途に管理する。 ○ 〇 継　　続

・使用していないエリアの空調停止。 ○ 継　　続

・空調フィルターの定期的清掃。 ○ 〇 継　　続

本社(総務・

営業部門)
営業所

継　　続〇

点検評価結果

本社(総務・

営業部門)
営業所

2 3

2 2.7

項　　　　　目 環境経営計画の内容
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工事部門

(2)その他環境活動の取組状況

・工事車両については、燃費基準達成車等省エネ型の車両を1台購入予定です。
　車両入替の際は、燃費基準達成車等省エネ型への導入を計画的に進めていきます。

・KY活動及び外部講師による安全教育講習等を行い、安全の確保に努めています。
・地元自治会の草刈り活動に参加しています。

項　　　　　目 環境経営計画の内容 点検評価結果 次年度の取組

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

ガ

ソ

リ

ン

・

軽

油

・

L

P

G

使

用

量

の

削

減

エコドライブ
の実践

・エコドライブの周知 2 継　　続

・一定速度の走行をする。 2 継　　続

・タイヤ圧を適正に保つ。

・急発進、急加速を避ける。 2 継　　続

・シフトアップは早めに、シフトダウンは遅めにする。 2 継　　続

3 継　　続

・エンジンオイルは適正に管理する。 3 継　　続

・経済速度での走行をする。 2 継　　続

・不要なアイドリング運転を防止する。 3 継　　続

・使用済み封筒の再利用 3 継　　続

工事における
省エネ活動

・計画的な施工により効率の良い作業に努める。 3 継　　続

・工事使用車両・設備の日常点検を怠らない。 2 継　　続

・廃棄物の保管は分別を徹底し、紙類はリサイクルに回す。 3 継　　続

3

一般廃棄物の削減
(可燃ごみ）

・縮小印刷・ミスプリントの抑制等によるﾌﾟﾘﾝﾀｰ用紙の節減 3 継　　続

継　　続

化学物質の適正使用・管理
・シンナー取り扱いは、吸入が無いよう作業する。 3 継　　続

・資材の適正調達による残量の減量化を図る。 3 継　　続

・発注者の指示に従い、リサイクルを徹底する。 3 継　　続

 ･廃棄物置場の管理を適切に行う。

・シンナー保管容器は、解放・転倒がないよう保管する。 3 継　　続

建設廃棄物の再資源化の
推進

・分別を徹底し、リサイクル量を多くする。 3 継　　続

資格取得の増加
・実地技能の継承を進める。 2 継　　続

・必要な資格が確実に維持されるよう準備する。 2 継　　続

転落防止の安全ネットの普及
・ネット敷設工事の適正な施工を進める。 2 継　　続

・普及のための改良を重ねていく。 2 継　　続
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環境経営目標の実績とその評価

 
ア　本社
  電力使用量、軽油使用量及び建設廃棄物の再資源化の推進についての、環境経営目標
は、その目標を達成することができました。また一般廃棄物の排出量の実態を把握し、一
般廃棄物についての、環境経営目標を達成しました。一方、ガソリン使用量、LPG使用量
は、業務の増加があり環境経営目標を達成できませんでした。その結果、二酸化炭素排出
量についての環境経営目標は、未達成となり、水使用量についての環境経営目標も達成す
ることができませんでした。また、資格取得の増加及び水路転落防止ネットの普及につい
ての環境経営目標は、取組の期間が短く対象となる工事がありませんでした。

(1) 環境経営目標の達成状況
　エコアクション21ガイドラインに基く活動を開始した2023年1月から同年3月の3月間の本
社及び各営業所における環境経営目標の達成状況は下表のとおりです。
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△ △

△ ▲

△ △

△ ▲

△ ▲

△ ▲

+ 1

+ 1

＊
＊　再資源化率＝再資源化量/建設廃棄物排出量　　基準年の再資源化率＝9.27t/11.74t(79%)

＊

取得資格の増加 取得数 0件

購入電力の二酸化炭素排出係数は、東北電力㈱2021年度調整後排出係数0.488㎏-CO2/kWhを使用

水路転落防止ネットの普及 件 0件
1件 0件 ×

― ―

1件 0件 ×

― ―

化学物質の使用は,発注元仕様に基づき使用するため、化学物質の削減に係る環境経営目標は設定していません。
使用においては、適正な使用と管理を行います。

2023年1月から3月の再資源化率＝12.27t/12.92t(95%)

0.0 ％

建設廃棄物の
再資源化の推進

％
(再資源化率）

79.0
80%以上 95.0% ○

+1.0％ +16％

計
二酸化炭素

排出量
kg-CO2 19548.0

19,450.3 19,644.5

一般廃棄物排出量の削減
（可燃ごみ）

kg 未把握
実態把握 66.0 ○

水使用量の削減 ｍ３ 64.0
63.7 64.0 ×

0.5 ％

％

×

0.5 ％ 0.5 ％

LPG kg 194.8
193.8 313.2

％

軽油 ℓ　 4128.6
4,108.0 4,000.1 ○

0.5

×

0.5 ％ 60.8 ％

％ 3.1

ガソリン ℓ　 1763.2
1754.4 1,858.1 ×

0.5 ％ 5.4

○

0.5 ％ 3.5 ％

使用量又は
排出量

△基準年度比削減率
▲基準年度比増加率

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減 kWh 8650.0
8,606.8 8,348.0

化
石
燃
料
使
用
量

本社     環境経営目標の達成状況（2023年1月～2023年3月）

項　　　　　目
単位

基準年度実績 環境経営目標 実績 達成状況

2021年１月
～202１年3月

2023年１月
～2023年3月 評価

○:達成
×：未達成
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イ　営業所
　ガソリン使用量についての、環境経営目標は、上越営業所で業務の増加のため、目標未
達成でしたが、他の北区営業所、西蒲営業所、秋葉営業所及び柏崎営業所でいずれも目標
を達成することが出来ました。
　電力使用量についての環境経営目標は、電力使用量の把握が行われている秋葉営業所に
ついて定めていますが、環境経営目標は、達成できませんでした。電力及びガソリン使用
量由来の二酸化炭素排出量についての営業所全体の環境経営目標は、基準年実績の22.2%の
削減が図られ目標を達成しました。

△ △

△ ▲

△ △

△ ▲

△ ▲

△ ▲

+ 1

+ 1

＊
＊　再資源化率＝再資源化量/建設廃棄物排出量　　基準年の再資源化率＝9.27t/11.74t(79%)

＊

取得資格の増加 取得数 0件

購入電力の二酸化炭素排出係数は、東北電力㈱2021年度調整後排出係数0.488㎏-CO2/kWhを使用

水路転落防止ネットの普及 件 0件
1件 0件 ×

― ―

1件 0件 ×

― ―

化学物質の使用は,発注元仕様に基づき使用するため、化学物質の削減に係る環境経営目標は設定していません。
使用においては、適正な使用と管理を行います。

2023年1月から3月の再資源化率＝12.27t/12.92t(95%)

0.0 ％

建設廃棄物の
再資源化の推進

％
(再資源化率）

79.0
80%以上 95.0% ○

+1.0％ +16％

計
二酸化炭素

排出量
kg-CO2 19548.0

19,450.3 19,644.5

一般廃棄物排出量の削減
（可燃ごみ）

kg 未把握
実態把握 66.0 ○

水使用量の削減 ｍ３ 64.0
63.7 64.0 ×

0.5 ％

％

×

0.5 ％ 0.5 ％

LPG kg 194.8
193.8 313.2

％

軽油 ℓ　 4128.6
4,108.0 4,000.1 ○

0.5

×

0.5 ％ 60.8 ％

％ 3.1

ガソリン ℓ　 1763.2
1754.4 1,858.1 ×

0.5 ％ 5.4

○

0.5 ％ 3.5 ％

使用量又は
排出量

△基準年度比削減率
▲基準年度比増加率

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減 kWh 8650.0
8,606.8 8,348.0

化
石
燃
料
使
用
量

本社     環境経営目標の達成状況（2023年1月～2023年3月）

項　　　　　目
単位

基準年度実績 環境経営目標 実績 達成状況

2021年１月
～202１年3月

2023年１月
～2023年3月 評価

○:達成
×：未達成

2021年１月
～2021年3月

環境経営目標の達成状況（2023年1月～2023年3月）

実績
環境経営目標の

達成状況

△基準年度比削減率
▲基準年度比増加率

評価
○:達成

×：未達成

項　　　　　目
単位 202３年１月

～2023年3月

環境経営目標基準年実績

使用量又は排出量

営業所

▲

×

31.7△　　0.5 ％ ％

442.3
上越営業所 ℓ 334.2

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

335.9

△

〇

19.7

374.4
北区営業所 466.5

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

ℓ 464.2

△　　0.5 ％ ％

△

〇

％76.6

119.4

0.5 ％

西蒲営業所 ℓ 508.0510.6二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

△

〇

26.6

288.2

％

秋葉営業所 ℓ 390.9392.9

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

△　　0.5 ％

△

〇721.6

11.0

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

化
石
燃
料
の
削
減

(

ガ
ソ
リ
ン

）

△　　0.5 ％ ％

柏崎営業所 ℓ 806.3810.4

▲

×

△　　0.5 ％ ％

秋葉営業所 ｋWｈ 75.676.0

50.0

114.0

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電
力

△

△

＊ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、東北電力株式会社の調整後排出係数(2021年度）0.488kg-CO2/kWhを用いた。

＊

〇

〇

営業所は、テナント事務所で電力、水道は家賃に含まれているため、個々としての使用量の把握は出来ませんでした。このため、環境
経営目標は設定していません。(秋葉営業所を除く。）

1,945.92503.7

△　　0.5 ％

22.7

22.2

5,874.9

2,516.3

二酸化炭素
排出量

kg-CO2
5,845.5

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

％

△　　0.5 ％ ％
計

ガソリン使用量計 ℓ

4,570.1
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①　二酸化炭素は出量の削減
ア 電力使用量
　電力使用量についての環境経営目標は、基準年度(2021年1月から3月）の使用量(以下基
準年実績という。)の0.5％の削減を目標としました。実績は、本社は3.5%の削減で目標を
達成しました。秋葉営業所は、使用量は少量ですが、基準年実績の50%増となり目標は達
成できませんでした。全社で見ると基準年実績の3%削減で節電活動の成果が認められまし
た。
イ ガソリン
  ガソリン使用量についての環境経営目標は、基準年実績の0.5％の削減を目標としまし
た。実績は、本社は基準年実績の5.4%の増加で目標を達成できませんでした。営業所は、
基準年実績の22.7%の削減で目標を達成しました。全社で見ると基準年実績の11.3%の削減
でエコドライブ活動及びハイブリッド車への車両入替の成果が認められました。
ウ 軽油
  軽油は工事車両や工事の設備・機器に使用されています。軽油使用量についての環境経
営目標は、基準年実績の0.5％の削減を目標としました。実績は、本社(会社全体）で3.1%
の削減で、目標を達成しました。今後とも、工事における省エネに配慮した活動を進めま
す。

2023年1月から3月の取組期間の環境経営目標の達成状況の評価は以下のとおりです。

エ LPG（液化石油ガス）
  LPGは、本社の給湯用及び工事用（道路の乾燥)に使用されています。LPG使用量につい
ての環境経営目標は、基準年実績の0.5％の削減を目標としました。実績は、基準年実績
の60.8%の増加で、目標を達成することができませんでした。工事業務の増加や天候不順
により濡れた路面を乾かすための使用の増加により、工事用のLPGの使用量が増加しまし
た。今後とも、工事における省エネに配慮した活動を進めます。

オ 二酸化炭素排出量

  二酸化炭素排出量についての環境経営目標は
基準年実績の0.5%削減を目標としました。実績
は本社では基準年実績の0.5%の増加で目標は達
成できませんでした。営業所は、基準年実績の
22.2%の削減で目標を達成しました。会社全体
では、基準年実績の4.8%の削減となりました。
今後とも着実な省エネ活動を進めて行きます。

(2)　達成状況の評価

kwh

ℓ ℓ

kg-CO2kg
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⑥　水路転落防止の安全ネットの普及
  水路転落防止の安全ネットの普及についての環境経営目標は取組期間(2023年1月～3月)
において1件以上の普及を目標としました。当該期間のおける対象工事はなく、安全ネット
の普及件数の目標は達成することが出来ませんでした。今後着実な取り組みを進めて行き
ます。

⑤　資格取得の増加
  資格取得についての環境経営目標は取組期間(2023年1月～3月)において資格取得数1以上
を目標としました。当該期間のおける資格取得はなく目標を達成することが出来ませんで
した。今後着実な取り組みを進めて行きます。

②　水使用量の削減
  水使用量についての環境経営目標は、基準年実績の0.5%の削減を目標としました。実績
は、基準年実績と同量の使用量で削減率は目標を達成できませんでした。今後とも節水に
努めていきます。

③　一般廃棄物排出量の削減
  一般廃棄物排出量についての環境経営目標は、排出量の実態把握を行うこととしまし
た。
  2023年1月から3月の一般廃棄物排出量は66kgと把握され環境経営目標を達成しました。
  実態把握のうえ、これを基準とした一般廃棄物(可燃ごみ）の削減目標を定めます。

④　建設廃棄物の再資源化の推進
  建設廃棄物についての環境経営目標は再資源化率の向上とし、基準年実績の再資源化率
79%の1ポイント増の80%以上としました、実績は、分別の徹底などにより、再資源化率は、
15ポイント増の95%となり、環境経営目標を達成しました。
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7

(1)環境関連法規等の遵守状況の確認結果

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(2)違反、訴訟等の有無

8 代表者による全体評価と見直しの結果

(2)見直しの結果

9 次年度の環境経営目標及び環境経営計画

新潟市（県)産業廃棄物等の適正な処理の促進に関する条例

建設リサイクル法

道路運送車両法

オフロード法

建設業法

新潟市(県)生活環境の保全等に関する条例

消防法

新潟市火災予防条例

フロン排出抑制法

道路交通法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

  当社が規制対象となる環境関連法令は、下表に掲げる法令です。
  上記の環境関連法令について、遵守状況を自主点検した結果、違反はないことを確認
しました。

(1)全体評価と指示事項
  ガソリン(本社）及びLPG使用量の環境経営目標は、業務の増加があり、目標未達成と
なった。やむを得ない事情があるが、車両及び工事使用設備のエコドライブ、エコ運転
により、二酸化炭素排出量の削減に努めていく。資格取得数の増加及び水路転落防止
ネットの普及に関する目標は、着実な努力を積み上げていくこと。

  次年度の環境経営目標は「4　環境経営目標」、また環境経営計画については、「5
環境経営計画と取組状況の評価」に記載したとおりです。

 (イ) 環境経営目標
   策定後5か月の経過で、特段の変化はなく変更の必要性はない。

 (ア) 環境経営方針
   策定後約5か月の経過で、特段の変化はなく変更の必要性はない。

 (オ) その他環境経営システム
　 変更の必要性はない。

 (ウ) 環境経営計画
   策定時から、状況変化はなく変更の必要性はない。

　当社は、関係当局から違反などの指摘は、ありませんでした。
　また訴訟もありませんでした。

 (エ) 実施体制
 　現行の実施体制を維持する。

家電リサイクル法

自動車リサイクル法

関係法令

水質汚濁防止法

浄化槽法

廃棄物処理法
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